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一　般　演　題

1．われわれの試作したSPECT用特殊コリメータにつ

　いて
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　前回われわれは，断層面の分解能を十分保ちながら，

それによって低下した感度を，体軸方向の分解能を犠牲

にすることによって補うことのできる，中エネルギー用

特殊SPECTコリメータを試作し，良好な結果を得た．

今回は，前回のデータを参考にしながら，完全な長方形

の穴をもつコリメータを試作し，その性能について試験

したところ，さらによい結果が得られたので報告する．

　従来の中エネルギー用コリメータと比較した．その結

果，空間分解能ではおよそ2倍の解像力を持つことが

わかった．また感度では前回のコリメータは中エネル

ギー用コリメータに対して0．57であったのに対して，

今回のコリメータは0．81と，24％感度を向上させるこ

とが可能となった．以上のことから，今回開発されたコ

リメータは，今後利用される1231，1111nの標識薬剤の

SPECTイメージングにすぐれた画像を提供できるもの

と思われる．

2．心筋SPECT像に対する至適前処理フィルターの

　　ファントムによる検討
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　T1－201心筋SPECT横断像再構成の前処理に用いる，

雑音除去フィルターの至適周波数特性決定を目的にファ

ントム実験を行った．心筋ファントムを用い，32方向，

180度回転にて心筋部約100カウント／pixelのデータ収

集を施行，遮断周波数，雑音／信号比（N！S），半値幅

（FWHM）を変化させた27種のバターワースおよびウ

ィーナーフィルターにて前処理後，ShePP＆Loganフ

ィルターを用いた逆投影法により横断像を再構成し，欠

損の検出能を比較した．遮断周波数0．25／pixe1，　FWHM

2pixe1，　N／SO．02のバターワース十ウィーナーフィル

ターが最も欠損部検出能に優れていた．検出能に最も影

響したのは遮断周波数で，FWHM（15－3），　N／S比（0．02－

0．1）は影響が少なかった．

3．RI検査時の手の被曝軽減
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　RI使用時における手の被曝は，シリンジシールド，

バイアルシールド等を使用しても大幅な軽減はできなか

った．

　シリンジシールドの口を小さくし，また3方活栓支持

器，鉗子の途中に鉛のつば等をつけて大幅に軽減できた．

　3方活栓支持器は針と生食に対し垂直になるようにし

てあるので，エアー抜き，血液の逆流も確認でき便利に

使用しているので報告する．

4．1231－IMPによる脳血流量測定法
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　1231－IMPを用いて局所脳血流を測定するには動脈採

血法が必要である．しかし本法はいかに熟達してもやは

り侵襲的である．そこで健常成人8名と脳腫瘍1名の計

9例を対象に動脈採血と静脈採血を同時に行い，その相

関を分析して，静脈採血法が本法にかわりうるか否かを

検討した．9例中4例の静脈血は十分に採取され，動脈

血中の1231－IMPのcountとの相関はr＝0．78と比較的

よい相関がえられた．しかし残り5例中2例は凝血など

により十分量が採取できず，また他の3例はcountの

ばらつきが著明であった．オクタノール抽出法によリ得

られるN値はr＝0．83で良く相関した．動脈血のNl値

の個人差は少なく，定数（0．75－0．77）としてもよいよう

に考えられる．
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